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は
じ
め
に

　

日
清
戦
争
後
、
軍
務
局
長
（
の
ち
海
相
）
山
本
権
兵
衛
は
、
海
軍
経
営

を
海
相
西
郷
従
道
か
ら
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
最
新
鋭
の
軍
艦
な
ど
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
海
軍
大
学
校
（
以
下
、「
海
大
」
と
す
る
）
の
教
育
改
革
を

志
向
し
た
。
そ
し
て
、
の
ち
に
「
海
軍
大
学
の
父
」
と
称
せ
ら
れ
る
坂
本

俊
篤
に
教
育
改
革
を
任
せ
る（
１
）。

海
大
は
、
坂
本
の
改
革
案
を
も
と
に
、
甲

種
学
生
や
選
科
学
生
な
ど
の
諸
課
程
を
新
た
に
有
し
、
終
戦
ま
で
つ
づ
く

全
海
軍
の
戦
術
、
戦
略
、
軍
政
を
研
究
す
る
中
心
と
な
っ
た（
２
）。

日
清
・
日
露
戦
間
期
に
お
け
る

「
海
軍
大
学
の
父
」
坂
本
俊
篤
の
教
育
改
革

山
口
昌
也

　

唯
一
、
坂
本
の
教
育
改
革
を
正
面
か
ら
検
討
し
た
北
川
敬
三
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
こ
の
教
育
改
革
は
、
国
際
的
な
海
大
変
革
と
連
動
し
、
旧
来
の

幹
部
士
官
の
補
習
教
育
か
ら
戦
争
を
総
合
的
に
理
解
さ
せ
る
新
教
育
へ
と

い
う
潮
流
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
誕
生
し
た
甲
種

学
生
に
お
い
て
、
そ
の
新
教
育
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う（
３
）。
も
っ
と
も
北
川

は
、
甲
種
学
生
以
外
の
課
程
を
検
討
し
て
い
な
い
。
陸
軍
大
学
校
と
比
較

検
討
し
た
熊
谷
光
久
な
ど
の
海
大
研
究
も
、
甲
種
学
生
が
焦
点
で
あ
る（
４
）。

百
瀬
孝
が
、「
エ
リ
ー
ト
養
成
の
意
味
が
あ
っ
た
の
は
甲
種
学
生
で
あ
り
、

普
通
、
海
軍
大
学
校
と
か
海
大
卒
と
い
う
と
き
に
は
こ
れ
を
指
す
」
と
し

た
よ
う
に
、
海
大
研
究
で
は
「
海
大
＝
甲
種
学
生
」
が
通
説
と
さ
れ
て
き
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た（
５
）。
高
橋
秀
典
の
研
究
は
、
甲
種
学
生
で
は
な
く
、
選
科
学
生
に
注
目
し

た
も
の
の
、
そ
の
誕
生
（
明
治
三
十
年
）
か
ら
大
正
九
年
入
学
ま
で
に
お

け
る
甲
種
・
選
科
の
将
官
進
級
者
数
の
統
計
比
較
と
、
昭
和
期
海
軍
中
枢

の
役
職
就
任
者
の
経
歴
と
を
も
っ
て
、
選
科
修
了
者
が
「
傍
流
」
あ
つ
か

い
さ
れ
て
い
た
と
結
論
し
て
い
る（
６
）。

結
局
「
海
大
＝
甲
種
学
生
」
と
す
る

通
説
に
変
わ
り
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
教
育
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
明
治
三
十
年
か
ら

三
十
六
年
ま
で
の
入
学
者
に
限
っ
て
い
え
ば
、
将
官
進
級
者
数
は
、
甲
種

十
四
名
（
二
十
四
名
中
）、
選
科
十
二
名
（
二
十
一
名
中
）
と
大
き
な
違

い
が
な
い（
７
）。

こ
の
選
科
十
二
名
に
は
、
の
ち
の
海
相
八
代
六
郎
も
含
ま
れ

て
い
た（
８
）。

坂
本
の
教
育
改
革
は
、
通
説
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
新
た
な
一

面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

よ
っ
て
本
稿
は
、
選
科
学
生
に
関
す
る
坂
本
の
観
点
か
ら
、
日
清
・
日

露
戦
間
期
に
お
け
る
海
大
の
教
育
改
革
を
考
察
し
、
新
た
な
改
革
の
一
面

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
第
一
に
、
坂
本
の
改
革
案
か
ら
甲
種
・
選
科
が

そ
れ
ぞ
れ
何
を
求
め
ら
れ
て
い
た
か
比
較
検
討
し
、
坂
本
の
選
科
設
置
の

意
図
を
明
示
す
る
。
第
二
に
お
い
て
は
、
海
大
が
軍
務
局
に
管
轄
さ
れ
て

い
た
時
期
の
選
科
学
生
に
お
け
る
学
修
の
実
態
に
つ
い
て
、
第
三
で
は
、

明
治
三
十
三
年
に
教
育
本
部
が
発
足
し
て
以
降
の
学
修
の
実
態
に
つ
い
て

分
析
し
て
い
く
。

一
　
坂
本
俊
篤
の
選
科
設
置
の
意
図

　

明
治
二
十
七
年
七
月
、
日
清
戦
争
が
勃
発
。
日
本
は
清
国
に
勝
利
し
、

清
国
か
ら
の
遼
東
半
島
割
譲
が
取
り
決
め
ら
れ
た
も
の
の
、
二
十
八
年
四

月
、
露
・
独
・
仏
の
三
国
は
日
本
に
対
し
遼
東
半
島
の
清
国
へ
の
返
還
を

求
め
、
翌
五
月
日
本
は
三
国
の
要
求
に
応
じ
る
。
こ
の
三
国
干
渉
の
衝
撃

は
藩
閥
・
民
党
の
別
を
問
わ
ず
、
国
家
を
あ
げ
て
日
本
の
国
力
不
足
と
国

際
政
治
が
軍
事
力
の
強
さ
に
左
右
さ
れ
る
優
勝
劣
敗
の
世
界
を
再
認
識
さ

せ
た（
９
）。

第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
は
自
由
党
と
提
携
し
、
海
軍
軍
拡
を
推
進

し
て
い
く
。

　

同
じ
頃
、
欧
米
列
強
に
お
け
る
海
大
教
育
の
潮
流
は
、
科
学
技
術
の
革

新
に
伴
う
幹
部
士
官
の
補
修
教
育
か
ら
、
戦
争
の
総
合
的
な
理
解
の
た
め

幅
広
い
科
目
を
修
学
す
る
高
級
指
揮
官
・
参
謀
の
養
成
教
育
へ
と
移
り
つ

つ
あ
っ
た
中
で
、
日
本
の
海
大
は
前
者
の
補
習
教
育
に
該
当
し
て
い
た（

（1
（

。

　

か
か
る
戦
後
情
勢
の
中
、
海
相
西
郷
従
道
は
軍
務
局
長
山
本
権
兵
衛

（
二
十
八
年
三
月
就
任
）
に
、「
将
来
に
対
す
る
国
防
方
策
の
樹
立
及
其

施
設
の
実
行
に
関
し
」
内
訓
す
る
。
山
本
は
、
艦
隊
整
備
を
急
務
と
し
た

一
方
、「
士
官
の
養
成
に
就
て
は
大
学
校
の
規
模
を
進
め
兵
学
校
其
他
の

教
育
機
関
に
も
改
良
を
加
う
る
事
」、
と
海
大
の
教
育
改
革
な
ど
を
視
野
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に
入
れ
た
諸
方
策
を
西
郷
に
具
申
し
た（

（1
（

。
そ
し
て
、
山
本
は
こ
の
改
革
を

坂
本
俊
篤
に
ゆ
だ
ね
た
の
で
あ
っ
た
。
甲
種
学
生
第
一
期
生
の
鈴
木
貫
太

郎
は
回
想
し
て
、
坂
本
は
「
兵
学
寮
同
級
出
身
の
山
内
万
寿
治
、
斎
藤
実

両
氏
と
共
に
海
軍
界
の
三
秀
才
を
以
て
称
へ
ら
れ
、
山
本
権
兵
衛
先
輩
は

早
く
に
既
に
此
三
名
に
着
目
し
て
、
山
内
は
技
術
方
面
を
、
坂
本
は
教
育

を
、
斎
藤
は
行
政
を
担
任
し
、
三
人
で
我
邦
海
軍
の
根
幹
を
負
ふ
て
立
て

と
言
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

」、
と
し
て
い
る
。

　

三
十
年
、
坂
本
は
軍
務
局
長
山
本
に
改
革
案
を
提
出
す
る
。
坂
本
は
改

革
案
の
中
で
述
べ
て
、
現
状
に
お
け
る
日
本
の
海
大
教
育
は
、
砲
術
・
水

雷
術
・
航
海
術
と
い
っ
た
術
科
を
教
授
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、さ
ら
に
は
、

砲
術
・
水
雷
術
練
習
所
の
教
育
と
重
複
し
教
育
の
関
連
を
妨
げ
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
後
日
本
の
海
大
教
育
に
お
い
て
は
、
戦
時
に
お
い
て
艦
隊
や

兵
員
を
指
導
す
る
に
必
要
な
砲
術
・
水
雷
・
機
関
な
ど
戦
術
に
関
わ
る「
戦

術
戦
略
」系
科
目
の
み
な
ら
ず
、軍
事
に
関
す
る
行
政
事
務
に
必
要
な「
軍

政
ノ
組
織
並
ニ
国
際
公
法
・
海
上
公
法
」
な
ど
の
「
軍
務
軍
政
」
系
科
目

を
も
「
講
習
」
さ
せ
る
、
と
し
た（

（1
（

。

　

つ
づ
い
て
、
新
設
課
程
に
関
し
て
、
甲
種
学
生
は
「
海
軍
大
尉
中
才
学

出
群
気
節
ア
ツ
テ
統
裁
ノ
器
量
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
抜
ン
テ
海
軍
大
学
ニ
入

学
セ
シ
メ
凡
ソ
十
八
ヶ
月
ヲ
以
テ
海
陸
用
兵
ノ
要
訣
ト
軍
政
区
処
ニ
必
要

ナ
ル
法
学
ノ
一
部
ニ
就
テ
修
養
」
し（

（1
（

、「
将
来
枢
要
ノ
職
ヲ
執
リ
高
級
指

揮
官
タ
ル
ノ
人
材
ヲ
養
成
ス
ル
処
」
と
す
る（

（1
（

。

　

一
方
、「
海
軍
大
学
校
ニ
海
軍
佐
官
並
ニ
大
尉
ノ
選
科
学
生
ヲ
設
置
」

し
た（

（1
（

。「
才
学
発
達
ニ
望
ミ
ア
ル
将
校
ヲ
シ
テ
其
ノ
抱
負
ノ
才
学
ヲ
発
揮

セ
シ
ム
ル
ノ
機
会
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
カ
為（

（1
（

」、
待
命
休
職
者
に
限
ら
れ
た
旧

海
大
課
程
「
選
科
生
」
の
入
学
資
格
の
範
囲
を
「
寛
宏
ニ
シ
テ
少
佐
大
尉

中
学
識
実
践
共
ニ
豊
富
ナ
ル
人
材
ヲ
待
テ
海
軍
学
術
界
ニ
驥
足
ヲ
伸
ス（

（1
（

」。

選
科
学
生
は
、「
情
願
ヲ
以
テ
自
己
ノ
選
択
ス
ル
処
ノ
学
術
ヲ
修
ム
ル
処

ノ
学
生
」
と
し（

（1
（

、「
凡
一
箇
年
」
研
究
、
学
期
末
に
「
著
作
」
す
な
わ
ち

修
了
論
文
を
海
大
校
長
に
提
出
す
る
。
そ
し
て
、
校
長
は
そ
の
提
出
さ
れ

た
「
著
作
」
を
委
員
に
審
査
さ
せ
た
後
、
そ
の
審
査
結
果
と
意
見
を
つ
け

て
海
相
に
提
出
す
る
、
と
し
た（

（2
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
坂
本
は
改
革
案
に
お
い
て
、
選
科
学
生
に
対
し
、「
戦

術
戦
略
」
と
「
軍
務
軍
政
」
の
各
分
野
を
平
均
的
に
理
解
さ
せ
る
甲
種
学

生
と
は
対
照
的
に
、
豊
か
な
学
識
と
実
践
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
学
術
の

専
門
的
研
究
を
求
め
る
。
坂
本
の
選
科
設
置
の
意
図
と
は
、「
其
ノ
抱
負

ノ
才
学
ヲ
発
揮
セ
シ
ム
ル
ノ
機
会
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
カ
為
」、
す
な
わ
ち
学

生
に
得
意
分
野
や
関
心
事
項
を
専
門
的
に
学
術
研
究
さ
せ
、ひ
い
て
は「
海

軍
学
術
界
ニ
驥
足
ヲ
伸
ス
」
と
い
う
よ
う
に
、
海
軍
部
内
に
お
け
る
特
定

分
野
の
専
門
家
の
養
成
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
入
学
資
格

か
ら
、
決
し
て
甲
種
学
生
に
劣
ら
な
い
ば
か
り
か
、
少
佐
ま
で
資
格
範
囲
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を
広
げ
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
甲
種
学
生
よ
り
も
実
践
経
験
の
豊
富
さ

を
要
求
し
て
い
る
。
通
説
と
は
異
な
り
、
坂
本
は
、
選
科
学
生
を
決
し
て

甲
種
学
生
に
対
し
「
傍
流
」
課
程
と
し
た
の
で
は
な
く
、
甲
種
学
生
と
は

対
照
的
な
指
導
者
教
育
の
一
課
程
と
し
て
設
置
し
た
と
指
摘
で
き
よ
う
。

二
　
軍
務
局
管
轄
期
の
選
科
学
生

　

坂
本
の
改
革
案
に
基
づ
き
、
三
十
年
九
月
、
海
軍
大
学
校
条
例
な
ど
関

連
諸
法
規
が
相
次
い
で
改
正
さ
れ
る（

（2
（

。
同
年
十
一
月
、
坂
本
は
軍
務
局
軍

事
課
課
僚
兼
任
で
海
大
教
頭
心
得
に
就
任
。
海
大
の
主
務
局
は
軍
務
局
で

あ
る（

（2
（

。
十
二
月
、
外
波
内
蔵
吉
・
伊
藤
乙
次
郎
（
海
軍
兵
学
校
首
席
）
が

選
科
学
生
に
入
学
す
る（

（2
（

。

　

坂
本
は
、
外
波
と
伊
藤
の
国
際
法
講
義
聴
講
に
つ
い
て
東
京
帝
国
大
学

（
以
下
、「
帝
大
」
と
す
る
）
に
照
会
し
た
（
月
日
不
明
）。
そ
し
て
、

十
二
月
十
七
日
同
書
記
官
よ
り
、
認
可
の
見
込
み
ゆ
え
、
海
軍
次
官
か
ら

帝
大
総
長
あ
て
の
「
公
文
」
に
て
照
会
し
て
ほ
し
い
、
と
の
回
答
を
得
て

い
る（

（2
（

。
当
時
の
帝
大
国
際
法
講
座
は
、
日
本
人
初
の
国
際
法
専
攻
学
者
で

あ
る
寺
尾
亨
が
担
当
し
て
い
た（

（2
（

。
帝
大
か
ら
の
回
答
を
受
け
、
十
二
月

二
十
日
、
海
軍
次
官
伊
藤
雋
吉
は
帝
大
総
長
外
山
正
一
あ
て
に
聴
講
認
可

を
照
会
、
二
十
二
日
総
長
外
山
は
認
可
し
た（

（2
（

。

　

三
十
一
年
一
月
、
第
三
次
伊
藤
博
文
内
閣
が
発
足
し
、
海
相
西
郷
・
次

官
伊
藤
・
軍
務
局
長
山
本
は
留
任
し
た
。
三
月
、
清
国
か
ら
独
国
は
膠
州

湾
を
、
露
国
は
大
連
と
旅
順
を
そ
れ
ぞ
れ
租
借
す
る
。
さ
ら
に
露
国
は
、

こ
の
年
か
ら
六
年
間
に
お
よ
ぶ
大
規
模
な
軍
艦
建
造
に
ふ
み
き
り
、
東
洋

艦
隊
の
勢
力
拡
張
を
企
図
し
た（

（2
（

。
東
ア
ジ
ア
情
勢
は
緊
迫
の
度
合
い
を
増

し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

四
月
、
木
村
浩
吉
・
野
間
口
兼
雄
ら
四
名
が
入
学
し
た（

（2
（

。
木
村
は
「
行

政
法
学
」
に
つ
い
て
「
他
校
ニ
於
テ
」
研
究
を
志
望
し
て
い
た
も
の
の（

（2
（

、

「
他
校
」
へ
の
照
会
が
遅
れ
る
。
こ
の
頃
坂
本
は
、
三
月
末
か
ら
お
よ
そ

一
カ
月
間
、
肺
炎
の
た
め
転
地
療
養
し
て
お
り（

（3
（

、
木
村
が
帝
大
で
の
聴
講

志
望
の
旨
を
上
申
し
た
の
は
入
学
か
ら
翌
月
の
五
月
十
八
日
で
あ
っ
た（

（3
（

。

二
十
日
、校
長
東
郷
平
八
郎
は
海
相
西
郷
に
木
村
の
聴
講
許
可
を
求
め
る
。

同
日
、
次
官
伊
藤
は
帝
大
総
長
菊
池
大
麓
に
木
村
の
聴
講
認
否
を
照
会
、

総
長
菊
池
は
聴
講
を
認
可
す
る（

（3
（

。
当
時
の
帝
大
行
政
法
講
座
は
、
法
学
者

の
穂
積
八
束
と
一
木
喜
徳
郎
が
憲
法
講
座
兼
任
で
担
当
し
て
い
た（

（3
（

。
坂
本

の
指
導
に
よ
り
、
伊
藤
・
外
波
に
つ
づ
き
、
木
村
も
帝
大
専
門
学
者
の
講

義
を
聴
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

七
月
三
十
日
、
野
間
口
は
校
長
東
郷
に
対
し
「
陸
軍
砲
工
学
校
教
科
聴

講
致
度
儀
ニ
就
キ
願
」
を
提
出
、
即
日
東
郷
は
海
相
西
郷
に
「
学
生
教
科

聴
講
之
義
ニ
付
具
申
」
し
た（

（3
（

。
東
郷
は
こ
の
具
申
の
中
で
、
野
間
口
の
聴
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講
願
は
「
最
モ
必
要
ノ
志
望
ト
被
認
候
条
御
認
可
相
成
度
。
尚
砲
工
学
校

本
期
ノ
課
程
ハ
来
三
十
三
年
五
月
ノ
交
ニ
於
テ
終
了
候
筈
之
由
ナ
レ
バ
同

校
課
程
ノ
模
様
ニ
依
リ
同
時
期
迄
本
校
ニ
滞
学
ヲ
許
可
ス
ル
ノ
必
要
可
有

之
ト
存
候
ニ
付
、
此
段
予
メ
御
認
可
相
成
候
様
致
度
具
申
仕
候
也
」、
と

い
う
。
具
申
は
認
可
さ
れ
た
と
み
え
、
八
月
四
日
、
次
官
伊
藤
は
陸
軍
次

官
中
村
雄
次
郎
に
対
し
野
間
口
の
聴
講
認
否
を
照
会
、
同
月
十
三
日
次
官

中
村
か
ら
「
参
校
差
支
無
之
」
と
の
回
答
を
う
け
、
十
六
日
、
野
間
口
は

砲
工
学
校
の
「
課
程
終
了
迄
其
校
滞
学
セ
シ
ム
へ
シ
」、
と
認
可
さ
れ
た
。

　

十
一
月
、
第
二
次
山
県
有
朋
内
閣
が
発
足
し
、
山
本
が
軍
務
局
長
か
ら

海
相
に
就
任
、
次
官
は
斎
藤
実
が
拝
命
し
た
。
十
二
月
二
日
、
伊
藤
と
外

波
は
規
定
の
一
年
間
で
著
作
を
提
出
で
き
ず
、「
三
十
二
年
三
月
末
日
迄

滞
学
」
が
次
官
斎
藤
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
る（

（3
（

。
か
く
て
野
間
口
、
伊
藤
、

外
波
の
学
生
期
間
延
長
は
、
比
較
的
容
易
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

後
述
の
ご
と
く
、
教
育
本
部
が
発
足
す
る
と
、
期
間
延
長
は
そ
の
強
力
な

統
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

十
二
月
二
十
八
日
、
海
相
山
本
は
、
各
学
校
の
教
育
方
針
を
示
す
。
海

大
の
部
で
選
科
学
生
に
つ
い
て
言
及
し
て
、
選
科
学
生
は
「
比
較
的
上
級

ナ
ル
将
校
及
機
関
官
ヲ
シ
テ
各
其
ノ
志
望
ニ
従
ヒ
海
軍
ニ
必
要
ナ
ル
学
科

ヲ
研
究
セ
シ
ム
ル
ヲ
目
的
ト
ス
ル
カ
故
ニ
、
校
長
ハ
講
学
者
ノ
冀
望
ニ
対

シ
務
テ
便
益
ヲ
与
フ
ル
ノ
方
針
ヲ
取
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス（

（3
（

」、
と
い
う
。
選

科
学
生
は
「
比
較
的
上
級
ナ
ル
」
海
軍
士
官
が
入
る
課
程
と
明
示
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
入
学
資
格
と
し
て
、
学
識
お
よ
び
実
践
双
方
の
経
験
豊
富

な
士
官
、
と
し
た
坂
本
の
改
革
案
と
合
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
教
育

方
針
は
、
つ
と
め
て
学
生
の
希
望
に
そ
う
よ
う
に
「
便
益
」
を
与
え
る
と

し
て
い
る
。
学
生
の
期
間
延
長
や
部
外
教
育
機
関
へ
の
派
遣
は
そ
の
「
便

益
」
供
与
の
結
果
と
考
え
る
。
だ
が
、
後
述
の
ご
と
く
、
か
か
る
「
便
益
」

は
国
際
情
勢
の
推
移
や
海
軍
部
内
の
事
情
か
ら
配
慮
さ
れ
な
く
な
る
。

　

三
十
二
年
三
月
、
江
頭
安
太
郎
ら
二
名
が
入
学
す
る（

（3
（

。
江
頭
（
海
軍
兵

学
校
首
席
）
は
、「
珍
し
い
少
壮
傑
物
と
せ
ら
れ
た（

（3
（

」。

　

同
月
、校
長
柴
山
矢
八
は
海
相
山
本
あ
て
に
、伊
藤
乙
次
郎
の
著
作「
国

際
海
事
公
法
ノ
訳
述
」と
審
査
書
と
を
進
達
す
る
。選
科
学
生
の
著
作
は
、

海
大
校
長
が
教
官
の
中
か
ら
指
名
し
た
「
著
作
審
査
委
員
」
に
よ
っ
て
審

査
さ
れ
た（

（3
（

。
だ
が
、
伊
藤
の
審
査
委
員
は
不
明
で
あ
る
。
校
長
柴
山
は
審

査
書
に
付
し
た
意
見
に
お
い
て
、「
右
訳
書
ハ
将
来
海
軍
将
校
ノ
坐
右
ノ

参
考
書
ト
シ
テ
最
モ
恰
当
ナ
ル
モ
ノ
ニ
付
、
更
ニ
可
然
公
法
学
者
ノ
検
閲

ヲ
経
セ
シ
メ
タ
ル
後
部
内
要
望
ノ
向
江
頒
布
候
ハ
ヾ
大
ニ
裨
益
ア
ル
ベ
ク

思
考
仕
候
ニ
付
テ
ハ
御
閲
覧
ノ
後
ハ
本
校
ヘ
御
下
付
相
成
候
様
仕
度
此
段

副
申
」
し
た（

（4
（

。
伊
藤
著
作
の
「
頒
布
」
に
つ
い
て
軍
務
局
は
、「
雑
誌
ノ

体
裁
ニ
シ
印
刷
製
本
セ
ハ
一
部
ノ
代
価
凡
ソ
一
円
ナ
レ
ハ
大
丈
夫
。
而
シ

テ
大
学
校
ノ
教
科
書
印
刷
費
ハ
三
十
二
年
度
ニ
於
テ
三
百
円
計
（
予
算
配
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賦
内
ニ
テ
支
弁
ノ
事
）」、
と
し
た
。
著
作
の
評
価
は
、
た
と
え
規
定
期
間

内
に
著
作
が
提
出
で
き
な
く
と
も
必
ず
し
も
左
右
さ
れ
ず
、「
海
軍
将
校
」

の
教
育
資
料
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
た
形
跡
を
確
認
で
き
る
。

　

同
月
二
十
八
日
、
江
頭
は
校
長
柴
山
に
帝
大
「
政
治
学
科
傍
聴
願
」
を

提
出
し
た（

（4
（

。
三
十
日
柴
山
は
海
相
山
本
に
江
頭
の
聴
講
認
可
を
求
め
、
即

日
次
官
斎
藤
が
総
長
菊
池
に
照
会
、
四
月
六
日
菊
池
は
「
差
支
無
之
」
と

回
答
す
る
。「
政
治
学
科
」
の
科
目
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
具
体
的
に

何
を
聴
講
し
た
か
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
法
律
系
科
目
が
多

数
を
占
め
て
い
る（

（4
（

。

　

四
月
十
日
、
校
長
柴
山
は
海
相
山
本
に
対
す
る
上
申
に
お
い
て（

（4
（

、「
近

時
将
校
ノ
員
数
希
少
ニ
シ
テ
久
シ
ク
多
数
ヲ
〔
外
国
に
勉
学
の
た
め
〕
滞

留
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ザ
ル
」
状
況
ゆ
え
、「
回
航
員
中
俊
英
ナ
ル
将

校
ヲ
選
抜
シ
テ
滞
欧
中
本
務
ノ
許
ス
限
リ
ニ
於
テ
各
邦
ノ
視
察
」
が
で
き

る
よ
う
訴
え
た
。
人
員
不
足
の
中
、「
俊
英
ナ
ル
将
校
」
ほ
ど
な
か
な
か

軍
務
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
情
況
が
み
て
と
れ
る
。
こ
の
人
員
不
足
は
選
科

学
生
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
。

　

外
波
内
蔵
吉
は
伊
藤
と
と
も
に
同
年
三
月
に
著
作
提
出
が
で
き
な
い
ま

ま
、
軍
令
部
第
一
局
員
兼
海
大
教
官
に
異
動
と
な
っ
て
い
た
も
の
の（

（4
（

、
六

月
、
校
長
柴
山
か
ら
海
相
山
本
あ
て
に
、
外
波
の
著
作
「
軍
艦
用
国
際
法

案
内
」と
審
査
書
が
進
達
さ
れ
た（

（4
（

。審
査
委
員
は
海
大
教
官
山
屋
他
人（
の

ち
海
軍
大
将
）
と
同
木
村
浩
吉
で
あ
る（

（4
（

。
審
査
書
に
よ
れ
ば
、
同
著
作
は
、

「
海
軍
将
校
ノ
平
戦
時
ニ
国
際
的
ノ
任
務
ヲ
執
行
ス
ル
ニ
当
リ
、
国
際
法

規
若
ク
ハ
命
令
ノ
精
神
ヲ
解
釈
ス
ル
ニ
有
用
ノ
モ
ノ
」
だ
が
、「
間
接
ノ

事
項
ヲ
省
略
ス
レ
バ
更
ニ
適
切
ノ
モ
ノ
ト
ナ
ラ
ン
。
同
時
ニ
字
句
ヲ
修
正

ス
ル
ノ
要
ア
リ
」。
木
村
は
選
科
学
生
在
籍
中
に
国
際
法
を
研
究
し
て
い

た（
（4
（

。
戦
術
教
官
の
山
屋
が
審
査
委
員
に
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
さ

き
に
触
れ
た
、
海
相
山
本
よ
り
示
さ
れ
た
教
育
方
針
（
三
十
一
年
十
二
月
）

中
、
国
際
法
研
究
に
つ
い
て
、「
海
上
国
際
法
ヲ
主
ト
シ
テ
海
軍
将
校
ノ

研
究
ス
ヘ
キ
範
囲
内
ニ
於
テ
実
用
ニ
適
切
ナ
ル
事
項
ヲ
教
授
ス（

（4
（

」、
と
あ

る
ご
と
く
、
海
軍
戦
術
の
視
点
で
実
用
的
か
を
判
断
す
る
た
め
と
考
え
ら

れ
る（

（4
（

。

　

七
月
、
校
長
柴
山
は
海
相
山
本
あ
て
に
、
木
村
浩
吉
の
著
作
「
列
国
軍

備
」
と
審
査
書
を
進
達
し
た（

（5
（

。
審
査
委
員
は
吉
松
茂
太
郎
（
の
ち
海
軍
大

将
）
で
あ
る
。
当
時
吉
松
は
、
海
軍
作
戦
や
沿
岸
防
御
の
計
画
な
ど
を
担

当
す
る
軍
令
部
第
一
局
長
を
兼
任
し
な
が
ら（

（5
（

、海
大
教
官
を
務
め
て
い
た
。

同
著
作
は
、
そ
の
吉
松
の
目
か
ら
、「
欧
州
列
強
国
ノ
軍
備
ヲ
序
列
ス
ル

簡
明
適
切
、
大
学
校
ノ
教
課マ
マ

書
ト
シ
テ
必
要
ノ
モ
ノ
ト
」
評
価
さ
れ
る
。

木
村
は
規
定
期
間
内
で
著
作
を
提
出
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
吉
松
か
ら

比
較
的
高
評
価
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　

三
十
二
年
八
月
、
野
間
口
は
、
陸
軍
砲
工
学
校
課
程
「
終
了
」
の
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三
十
三
年
五
月
ま
で
学
生
期
間
の
延
長
が
認
可
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
軍
務
上
ノ
都
合
ニ
依
リ
」
途
中
退
校
と
な
り
、
軍
務
局
軍
事
課

に
転
属
と
な
る（

（5
（

。
人
員
不
足
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
述
べ
て
き
た
軍
務
局
管
轄
期
に
お
い
て
は
、
学
生
期
間
の
延
長
や

著
作
提
出
の
遅
延
、
部
外
教
育
機
関
へ
の
派
遣
と
い
っ
た
学
生
の
希
望
を

比
較
的
容
易
に
認
め
て
い
た
。
ま
た
入
学
者
八
名
中
、
四
名
の
帝
大
派
遣

は
、
国
際
法
な
ど
と
い
っ
た
法
律
系
科
目
聴
講
の
た
め
で
あ
り
、
明
ら
か

に
坂
本
の
指
導
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
坂
本
は
選
科
学
生
の
修
了
者
像
の

一
つ
と
し
て
、
法
律
方
面
の
専
門
家
を
企
図
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。

学
生
た
ち
の
学
術
研
究
の
成
果
は
、
外
波
や
木
村
の
よ
う
に
研
究
し
た
当

人
が
海
大
教
官
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
学
生
の
著
作
が
適
材

適
所
の
人
材
に
よ
り
海
軍
軍
務
に
実
用
的
か
審
査
の
上
、
部
内
に
教
育
資

料
と
し
て
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
還
元
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
運
用
上
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。

　

第
一
は
、
選
科
学
生
の
規
定
期
間
一
年
が
入
学
し
た
士
官
た
ち
に
と
っ

て
短
い
点
で
あ
る
。
早
々
に
学
生
期
間
の
延
長
あ
る
い
は
著
作
が
未
提
出

の
ま
ま
異
動
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
点
は
、
海
軍
兵
学
校
首
席
卒
業

者
の
入
学
や
著
作
の
評
価
、
著
作
未
提
出
で
あ
る
木
村
の
審
査
委
員
就
任

を
考
慮
す
る
と
、
学
生
の
質
が
原
因
と
い
う
よ
り
も
、
規
定
期
間
が
短
い

と
い
う
制
度
上
の
不
備
と
い
え
る
。
あ
く
ま
で
一
年
間
と
規
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
つ
ね
に
学
生
の
期
間
延
長
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
と
は
限
ら

な
か
っ
た
。

　

第
二
は
、
選
科
学
生
に
入
学
す
る
「
比
較
的
上
級
ナ
ル
」
海
軍
士
官
ほ

ど
、
腰
を
す
え
て
研
究
す
る
余
裕
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

野
間
口
は
事
前
に
学
生
期
間
の
延
長
が
認
可
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
人
員
不
足
の
影
響
か
ら
研
究
途
上
で
軍
務
に
戻
っ
て
い
る
。

　

選
科
学
生
に
お
け
る
学
修
は
、
如
上
の
問
題
を
か
か
え
た
ま
ま
、
や
が

て
教
育
本
部
が
発
足
す
る
と
、
同
本
部
を
通
じ
、
国
際
情
勢
や
海
軍
部
内

の
動
向
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

三
　
教
育
本
部
発
足
以
降
の
選
科
学
生

　

三
十
三
年
五
月
、
海
軍
当
局
は
、
諸
教
育
機
関
の
「
制
度
錯
雑
シ
尚
上

下
一
貫
首
尾
連
絡
セ
サ
ル
ノ
欠
陥
ア
ル
ヲ
認
メ
シ
ヲ
以
テ
」、
教
育
本
部

を
創
設
し
、「
海
軍
々
事
教
育
ノ
統
一
及
其
ノ
進
歩
ヲ
図
ル
コ
ト
ト
セ
リ（

（5
（

」。

「
教
育
本
部
ハ
常
ニ
海
軍
省
軍
務
局
、鎮
守
府
及
艦
隊
等
ト
気
脈
ヲ
通
」じ
、

「
教
育
訓
練
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
調
査
研
究
審
議
シ
意
見
」
を
海
相
に
具
申

で
き
た
。
海
大
は
「
海
軍
各
部
教
育
ノ
画
一
ニ
関
ス
ル
」
事
務
を
担
う
同

本
部
第
一
部
の
管
轄
と
な
る（

（5
（

。
か
く
て
選
科
学
生
を
含
む
海
大
教
育
は
軍

務
局
管
轄
期
よ
り
も
、
現
場
や
海
軍
省
中
枢
の
考
え
に
基
づ
い
た
強
力
な



國學院雑誌　第 122 巻第３号（2021年） ─ 24 ─

統
制
を
う
け
る
体
制
に
な
っ
た
。こ
の
体
制
が
後
述
の
ご
と
く
、将
校
教
育

全
体
に
お
け
る
選
科
学
生
の
位
置
づ
け
に
影
響
を
与
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

同
じ
頃
、
山
東
省
で
蜂
起
し
た
義
和
団
の
勢
力
が
直
隷
地
方
に
も
波
及

し
、
北
京
を
襲
い
始
め
て
い
た
。
清
国
は
こ
れ
に
乗
じ
、
日
本
を
含
む
列

国
に
宣
戦
布
告
す
る（
北
清
事
変
）。露
国
は
、こ
の
北
清
事
変
を
機
会
に
、

満
州
に
軍
隊
を
進
め
、
事
変
鎮
定
後
も
駐
留
し
続
け
た
。
日
本
で
は
、
こ

の
露
国
の
動
き
を
日
本
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
認
識
し
、
緊
張
感
が
高

ま
る（

（5
（

。
北
清
事
変
に
伴
っ
て
三
十
三
年
六
月
か
ら
十
二
月
ま
で
海
大
は
休

校
と
な
り
、
江
頭
ら
学
生
は
軍
務
に
戻
さ
れ
た（

（5
（

。
海
軍
は
準
戦
時
体
制
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

休
校
中
の
同
年
八
月
、
校
長
心
得
坂
本（

（5
（

は
海
相
山
本
あ
て
に
、
江
頭
の

著
作
「
国
法
学
」
と
審
査
書
を
進
達
し
た
。
審
査
委
員
は
宇
都
宮
鼎
（
の

ち
海
軍
主
計
総
監
）
で
あ
る
。
宇
都
宮
は
、
海
大
教
官
と
な
る
以
前
、
独

国
に
留
学
し
、「
理
財
学
〔
経
済
学
の
こ
と
〕
及
行
政
学
」
を
研
究
し
て

い
た（

（5
（

。
宇
都
宮
は
江
頭
の
「
国
法
学
」
を
「
篇
中
自
家
ノ
主
張
ヲ
貫
徹
セ

ン
ト
ス
ル
ノ
余
リ
往
々
ニ
シ
テ
反
対
説
ヲ
叙
ス
ル
其
要
ヲ
得
ザ
ル
ノ
嫌
」

が
あ
る
、
と
し
た（

（5
（

。
こ
れ
に
対
し
江
頭
は
、
坂
本
に
あ
て
た
と
思
わ
れ
る

「
江
頭
中
佐
意
見
」
の
中
で
反
論
し
て
、
反
対
説
の
叙
述
が
精
確
で
な
い

点
は
著
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
巻
首
で
述
べ
た
ご
と

く
「
時
日
ノ
短
サ
ナ
ル
為
ナ
リ
」。
決
し
て
「
自
家
ノ
主
張
ヲ
貫
徹
」
す

る
た
め
「
猛
進
」
し
た
の
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る（

（6
（

。
江
頭
は
、「
巻
首
」

に
お
い
て
、「
国
法
学
」
は
修
学
目
的
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
な

お
進
ん
で
そ
の
大
成
を
期
す
る
目
的
で
間
々
本
著
作
を
参
考
と
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
海
相
ま
で
回
覧
さ
れ
た
の
ち
は
著
作
を
江
頭
に
「
下
付
セ

ラ
ル
ヽ
様
」「
希
望
開
陳
」
し
て
い
た（

（6
（

。「
珍
し
い
少
壮
傑
物
と
せ
ら
れ
た
」

江
頭
に
お
い
て
も
、
一
年
間
で
は
十
分
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。こ
こ
か
ら
も
、規
定
期
間
内
で
著
作
を
提
出
で
き
な
い
原
因
は
、

学
生
の
質
で
は
な
く
、
規
定
期
間
の
短
さ
と
い
う
制
度
上
の
不
備
に
あ
る

と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
史
料
に
乏
し
く
明
確
な
理
由
は
不
明
だ
が
、
江
頭

以
後
か
ら
日
露
開
戦
ま
で
に
か
け
て
、
帝
大
派
遣
は
行
わ
れ
な
く
な
る
。

日
露
関
係
の
緊
張
感
が
高
ま
る
中
で
あ
っ
た
。

　

三
十
四
年
五
月
、
教
育
本
部
長
諸
岡
頼
之
は
、「
将
校
教
育
ノ
系
統
」

に
つ
い
て
海
相
山
本
に
意
見
具
申
す
る（

（6
（

。
諸
岡
は
、「
将
校
教
育
ノ
系
統
」

を
、
第
一
に
「
基
本
教
育
」（
兵
学
校
・
練
習
所
）、
第
二
に
「
特
科
教
育
」

（
海
大
乙
種
学
生（

（6
（

）、
第
三
に
「
高
等
教
育
」（
海
大
甲
種
学
生
）
に
分
類

し
、
こ
の
三
段
階
の
教
育
を
も
っ
て
「
将
校
教
育
系
統
ノ
大
体
」
と
し
た
。

教
育
本
部
は
、
各
学
校
間
の
関
係
を
秩
序
化
し
、
将
校
教
育
の
頂
点
に
甲

種
学
生
を
位
置
づ
け
る
。
そ
の
一
方
で
選
科
学
生
は
、「
将
校
教
育
系
統

ノ
大
体
」
か
ら
除
外
さ
れ
、
甲
種
学
生
に
対
し
「
傍
流
」
課
程
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
選
科
学
生
は
指
導
者
教
育
の
課
程
か
ら
外
さ
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れ
た
の
で
あ
っ
た
。
選
科
学
生
の
除
外
理
由
は
史
料
か
ら
確
認
で
き
な
い

も
の
の
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
の
教
育
本
部
は
、
教
育
本
部
発
足
以
前

か
ら
の
人
員
不
足
に
加
え
、日
露
関
係
の
険
悪
化
と
い
う
時
代
情
勢
の
中
、

海
軍
中
枢
や
現
場
と
つ
ね
に
「
気
脈
」
を
通
じ
た
上
で
、
指
導
者
教
育
の

課
程
を
甲
種
学
生
に
一
本
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
七
月
、
校
長
心
得
坂
本
は
、
提
出
が
遅
れ
て
い
た
野
間
口
の
著
作

「
海
岸
要
塞
」
お
よ
び
審
査
書
を
海
相
山
本
あ
て
に
進
達
し
た（

（6
（

。
同
著
作

は
審
査
委
員
山
屋
に
よ
っ
て
、「
裨
益
決
シ
テ
鮮
少
ニ
ア
ラ
ス
。
唯
惜
ム
、

議
論
梗
概
ニ
止
マ
リ
テ
深
ク
攻
撃
ノ
手
段
方
法
ヲ
闡
明
セ
サ
リ
シ
コ
ト

ヲ
」、
と
評
さ
れ
る
。

　

野
間
口
は
、
陸
軍
砲
工
学
校
課
程
「
終
了
」
の
三
十
三
年
五
月
ま
で
学

生
期
間
延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず（

（6
（

、三
十
二
年
八
月「
軍

務
上
ノ
都
合
ニ
依
リ
」
途
中
退
校
し
、
軍
務
局
軍
事
課
に
転
属（

（6
（

、
そ
の
後

も
教
育
本
部
兼
軍
務
局
員
（
三
十
三
年
五
月
）、
英
国
駐
在
拝
命
（
三
十
四

年
六
月
）
と（

（6
（

、「
日
々
職
務
ニ
追
窮
セ
ラ
レ
テ
」
い
た（

（6
（

。

　

坂
本
は
、
右
進
達
文
書
中
、
著
作
の
提
出
遅
延
の
事
情
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
制
度
上
の
不
備
改
善
の
た
め
次
の
よ
う
に
当
局
に
要
望
し
た（

（6
（

。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
規
定
と
し
て
、
選
科
学
生
に

お
い
て
そ
の
学
生
を
免
ぜ
ら
れ
る
際
に
著
作
を
提
出
す
べ
し
と
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
実
際
、
一
年
間
で
著
作
を
提
出
す
る
の
は
「
頗
ル
困
難
」
で

あ
っ
た
。
私
は
規
定
の
一
年
終
了
時
に
杜
撰
な
著
作
を
無
理
に
提
出
さ
せ

る
よ
り
も
、「
充
分
価
値
ア
ル
」
著
作
を
提
出
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
考
え
、

提
出
の
督
促
は
怠
ら
な
い
も
の
の
、
提
出
遅
延
を
「
認
容
」
し
て
き
た
。

か
か
る
事
情
か
ら
選
科
学
生
に
お
い
て
著
作
提
出
の
遅
延
を
「
黙
認
」
す

る
「
慣
習
ヲ
馴
致
ス
ル
ノ
余
儀
ナ
キ
ニ
」
至
っ
て
い
る
。
要
望
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
「
学
生
ヲ
免
セ
ラ
レ
テ
ヨ
リ
壱
ヶ
年
以
内
ニ
著
作
ヲ
提
出
ス

ベ
キ
コ
ト
ニ
規
定
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得
ハ
、
以
上
ノ
遺
憾
ヲ
補
フ
ヲ
得
ン

歟
」。

　

坂
本
は
、
制
度
上
の
不
備
を
自
覚
し
つ
つ
、
学
生
に
「
充
分
価
値
ア
ル
」

著
作
を
提
出
さ
せ
た
い
た
め
、
学
生
期
間
の
延
長
や
著
作
提
出
の
遅
延
と

い
っ
た
学
生
の
希
望
を
「
黙
認
」
し
て
き
た
も
の
の
、
江
頭
や
野
間
口
の

例
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
国
際
情
勢
の
推
移
や
人
員
不
足
の
影
響
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
「
慣
習
」
継
続
に
困
難
を
感
じ
た
ゆ
え
、
課
程
終
了
後
一
年

以
内
の
著
作
提
出
を
規
定
し
た
い
と
要
望
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

要
望
に
対
し
、
欄
外
に
は
「
不
可
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
る
。
誰
の
書
き
込
み

か
は
不
明
だ
が
、
右
進
達
文
書
中
に
あ
る
押
印
か
ら
、
教
育
本
部
と
軍
務

局
を
経
て
、最
終
的
に
総
務
長
官（

（7
（

斎
藤
が
不
可
を
認
め
た
と
理
解
で
き
る
。

当
局
は
、
あ
く
ま
で
研
究
期
間
を
含
め
原
則
一
年
間
で
、
選
科
学
生
の
著

作
を
出
す
よ
う
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

三
十
五
年
一
月
、
日
英
同
盟
が
締
結
さ
れ
る
。
日
英
両
国
は
、
第
一
回
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日
英
同
盟
条
約
の
付
属
文
書
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お

い
て
第
三
国
の
海
軍
よ
り
も
優
勢
な
海
軍
力
の
保
持
に
努
め
る
よ
う
に
定

め
た（

（7
（

。さ
ら
に
、両
国
に
お
い
て
有
事
に
お
け
る
軍
事
行
動
が
協
議
さ
れ
、

軍
事
協
約
書
が
調
印
さ
れ
る（

（7
（

。
第
一
次
桂
太
郎
内
閣
は
、
将
来
の
対
露
開

戦
が
必
至
と
し
て
こ
の
同
盟
を
望
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
満

州
に
お
け
る
露
国
の
動
き
が
牽
制
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
た（

（7
（

。
四
月
、
露

国
は
清
国
と
の
間
に
満
州
還
付
条
約
を
結
び
、
北
清
事
変
以
来
、
軍
事
占

領
下
に
お
い
て
き
た
満
州
か
ら
の
段
階
的
撤
兵
を
約
す
。
十
月
八
日
、
露

国
は
第
一
期
の
満
州
撤
兵
を
履
行
し
た
。

　

教
育
本
部
は
、
か
か
る
情
勢
下
に
お
い
て
、
選
科
学
生
の
学
生
期
間
延

長
に
対
し
厳
格
な
統
制
を
発
揮
す
る
。

　

三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
、
三
十
四
年
十
月
に
入
学
し（

（7
（

、
期
間
満
了
と

な
る
八
代
六
郎
は
、
校
長
坂
本（

（7
（

に
対
し
、「
実
地
ニ
施
ス
ニ
ハ
未
熟
之
感

有
之
候
」、
と
し
て
、
一
年
間
の
延
長
を
願
い
出
た
。
即
日
、
校
長
坂
本

は
教
育
本
部
長
松
永
雄
樹
に
上
申
す
る
。
す
な
わ
ち
、
海
軍
大
佐
八
代
六

郎
は
去
年
の
十
月
入
学
以
来
孜
々
と
し
て
怠
ら
ず
、
今
日
に
至
る
ま
で
必

や
多
少
得
る
と
こ
ろ
も
あ
る
も
の
の
、
同
官
の
ご
と
き
す
で
に
「
重
大
ナ

ル
責
任
ヲ
完
フ
ス
ヘ
キ
地
位
」
に
あ
っ
て
、
本
当
に
そ
の
修
得
し
た
技
能

を
「
実
地
ニ
施
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
」
な
お
不
足
を
感
ず
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ほ
か
の
「
青
年
下
級
将
校
」
が
「
其
責

任
ア
ル
地
位
ニ
立
ツ
テ
之
ヲ
実
際
ニ
施
サ
ン
ト
ス
ル
日
ニ
達
ス
ル
ハ
今
尚

ホ
遼
遠
ノ
感
」
を
免
れ
な
い
も
の
の
、
八
代
で
あ
れ
ば
、「
一
ト
度
校
舎

ヲ
出
レ
バ
真
ニ
実
際
責
任
ア
ル
地
位
ニ
立
ツ
テ
其
抱
負
ヲ
実
ニ
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
ベ
ク
、
其
効
果
ノ
及
ボ
ス
処
決
シ
テ
他
ノ
将
校
学
生
ノ
比
ニ
非
ル
ベ

キ
ヲ
信
ス
ル
ヲ
以
テ
」、幸
い
に
か
か
る「
篤
学
ノ
士
」に
し
て
し
か
も「
統

率
ノ
器
ト
シ
テ
頗
ル
有
望
ナ
ル
同
官
」
の
ご
と
き
は
、
そ
の
志
望
を
か
な

え
さ
せ
れ
ば
、「
本
校
存
在
ノ
趣
旨
ヲ
完
フ
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
延
テ
我

海
軍
戦
術
発
達
上
大
ヒ
ニ
裨
益
ヲ
与
フ
ル
ノ
望
」
が
あ
る
、
と
し
た（

（7
（

。
こ

れ
を
受
け
、
十
一
月
四
日
、
教
育
本
部
長
松
永
は
海
相
山
本
あ
て
に
、「
本

人
修
学
延
期
願
及
大
学
校
長
意
見
書
ノ
通
リ
」
一
年
間
の
「
修
学
延
期
必

要
ト
」
上
申
、
翌
五
日
八
代
は
一
年
の
延
長
を
認
可
さ
れ
た
。
前
述
の
ご

と
く
、当
局
は
原
則
的
に
期
間
延
長
を
認
め
な
い
姿
勢
で
あ
っ
た
も
の
の
、

修
了
後
即
戦
力
と
し
て
軍
務
に
生
か
せ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
一
年
間
の

延
長
を
認
可
し
た
の
で
あ
る
。

　

三
十
五
年
十
二
月
九
日
、
同
年
一
月
に
入
学
し（

（7
（

、
翌
三
十
六
年
一
月
に

期
間
満
了
と
な
る
清
水
侯
忠
は
校
長
坂
本
に
対
し
、
三
カ
月
間
の
延
長
を

願
い
出
る（

（7
（

。
清
水
は
述
べ
て
、「
潜
水
艇
」
に
つ
い
て
「
奮
発
勉
強
研
究

ニ
従
事
」
し
て
い
る
も
の
の
、
調
査
に
必
要
な
書
籍
が
国
内
に
極
め
て
少

な
く
、
外
国
に
注
文
し
、
注
文
し
た
外
書
の
中
に
は
今
頃
よ
う
や
く
到
着

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
状
態
ゆ
え
、
来
年
一
月
で
は
「
尚
研
究
半
バ
ノ
事
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項
有
之
候
ニ
付
、
大
凡
明
治
三
十
六
年
四
月
末
日
ヲ
以
テ
修
学
結
了
ノ
時

日
ト
予
定
致
度
、右
願
出
候
也
」。校
長
坂
本
は
教
育
本
部
長
松
永
に
、「
修

学
期
日
延
長
願
至
当
ト
認
メ
候
条
御
認
可
相
成
様
致
度
」、
と
上
申
す
る
。

だ
が
、
教
育
本
部
が
願
書
通
り
の
延
長
に
反
対
し
た
こ
と
に
よ
り
、
十
二

月
十
三
日
、
清
水
は
一
カ
月
の
延
長
の
み
認
め
ら
れ
た
。
潜
水
艇
は
、
当

時
海
軍
が
注
目
し
て
研
究
に
つ
と
め
て
い
た
兵
器
で
あ
る（

（7
（

。
そ
の
基
礎
研

究
を
し
て
い
る
清
水
に
、
希
望
通
り
の
期
間
延
長
を
認
可
し
な
か
っ
た
。

注
目
兵
器
ゆ
え
一
カ
月
の
延
長
は
認
め
た
も
の
の
、
基
礎
研
究
の
成
果
で

は
八
代
の
よ
う
に
即
戦
力
と
し
て
軍
務
に
反
映
で
き
な
い
ゆ
え
、
希
望
通

り
認
め
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
教
育
本
部
は
、
修
了
後
軍
務
に
生
か
せ
る
見
込
み
が

あ
れ
ば
、
例
外
と
し
て
延
長
を
認
め
た
。
だ
が
、
注
目
兵
器
の
研
究
と
い

え
ど
も
、
即
戦
力
と
な
る
か
の
観
点
か
ら
希
望
通
り
に
は
認
可
し
て
い
な

い
。
教
育
本
部
に
よ
る
厳
格
な
統
制
下
で
、軍
務
局
管
轄
期
よ
り
も
、ど
れ

だ
け
早
く
研
究
成
果
が
軍
務
に
還
元
で
き
る
か
を
重
視
し
て
い
た
と
指
摘

で
き
よ
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
露
国
の
第
一
期
満
州
撤
兵
に
よ
っ
て
差
し

迫
っ
た
日
露
開
戦
の
危
機
が
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
海
軍
部
内
の
雰
囲
気

と
し
て
、
日
英
両
国
間
に
お
い
て
有
事
を
想
定
し
た
取
決
め
の
な
さ
れ
た

ご
と
く
、
遠
く
な
い
将
来
の
日
露
開
戦
に
備
え
る
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え

る
。

　

三
十
六
年
四
月
、
露
国
は
第
二
期
満
州
撤
兵
を
履
行
し
な
い
の
み
な
ら

ず
、
清
国
に
対
し
新
た
な
撤
兵
条
件
を
要
求
、
こ
れ
に
清
国
が
応
じ
な
い

と
み
る
や
、
満
州
の
兵
力
増
強
に
踏
み
切
る
。
翌
五
月
、
外
務
省
、
陸
海

軍
の
日
露
開
戦
論
者
が
東
京
新
橋
烏
森
の
湖
月
楼
土
蔵
で
初
会
合
を
開

く
。
そ
の
中
に
は
、
学
生
期
間
延
長
中
の
八
代
六
郎
の
姿
が
あ
っ
た（

（8
（

。
時

局
切
迫
の
中
、
選
科
学
生
に
お
い
て
は
三
十
六
年
十
月
ま
で
に
全
員
修
了

し（
（8
（

、
十
二
月
、
海
大
教
官
や
ほ
か
の
課
程
に
い
た
学
生
も
そ
の
職
を
解
か

れ
て
軍
務
に
就
い
た（

（8
（

。
翌
三
十
七
年
二
月
、
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
。

お
わ
り
に

　

坂
本
は
、
そ
の
改
革
案
に
お
い
て
、
選
科
学
生
に
対
し
、
各
分
野
を
平

均
的
に
理
解
さ
せ
る
甲
種
学
生
と
は
対
照
的
に
、
豊
か
な
学
識
と
実
践
経

験
と
に
裏
打
ち
さ
れ
た
専
門
学
術
の
研
究
を
求
め
る
。
坂
本
の
選
科
設
置

の
意
図
と
は
、「
其
ノ
抱
負
ノ
才
学
ヲ
発
揮
セ
シ
ム
ル
ノ
機
会
ヲ
得
セ
シ

ム
ル
カ
為
」、
す
な
わ
ち
学
生
に
得
意
分
野
や
関
心
事
項
を
専
門
的
に
学

術
研
究
さ
せ
、
ひ
い
て
は
「
海
軍
学
術
界
ニ
驥
足
ヲ
伸
ス
」
と
い
う
よ
う

に
、
海
軍
部
内
に
お
け
る
特
定
分
野
の
専
門
家
の
養
成
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
選
科
入
学
の
資
格
は
、
学
識
の
み
な
ら
ず
、
甲
種
以
上
に

実
践
経
験
の
豊
か
さ
を
求
め
て
い
た
。
通
説
と
は
異
な
り
、
坂
本
は
、
選
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科
学
生
を
決
し
て
甲
種
学
生
に
対
し「
傍
流
」課
程
と
し
た
の
で
は
な
く
、

甲
種
学
生
と
は
対
照
的
な
指
導
者
教
育
の
一
課
程
と
し
て
設
置
し
た
と
指

摘
で
き
よ
う
。

　

軍
務
局
管
轄
期
に
お
い
て
は
、学
生
期
間
の
延
長
や
著
作
提
出
の
遅
延
、

部
外
教
育
機
関
へ
の
派
遣
と
い
っ
た
学
生
の
希
望
を
教
育
本
部
の
発
足
以

降
よ
り
も
容
易
に
認
め
て
い
た
。
ま
た
入
学
者
八
名
中
、
四
名
の
帝
大
派

遣
は
、
国
際
法
な
ど
と
い
っ
た
法
律
系
科
目
聴
講
の
た
め
で
あ
り
、
明
ら

か
に
坂
本
の
指
導
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
坂
本
は
選
科
学
生
の
修
了
者
像

の
一
つ
と
し
て
、法
律
方
面
の
専
門
家
を
企
図
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
、
学
生
た
ち
の
学
術
研
究
の
成
果
は
、
外
波
や
木
村
の
よ
う
に
研

究
し
た
当
人
が
海
大
教
官
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
学
生
の
著

作
が
適
材
適
所
の
人
材
に
よ
り
海
軍
軍
務
に
実
用
的
か
審
査
の
上
、
部
内

に
教
育
資
料
と
し
て
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
還
元
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
教
育
本
部
の
発
足
以
降
と
は
異
な
り
、
ど
れ
だ
け
早
く
研
究
成
果

を
還
元
す
る
か
に
は
重
点
が
必
ず
し
も
お
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

運
用
上
の
問
題
点
と
し
て
は
次
の
二
点
が
あ
っ
た
。

　

第
一
は
、
選
科
学
生
の
規
定
期
間
一
年
が
入
学
し
た
士
官
た
ち
に
と
っ

て
短
い
点
で
あ
る
。
早
々
に
学
生
期
間
の
延
長
あ
る
い
は
著
作
が
未
提
出

の
ま
ま
異
動
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
点
は
、
海
軍
兵
学
校
首
席
卒
業

者
の
入
学
や
著
作
の
評
価
、
著
作
未
提
出
で
あ
る
木
村
の
審
査
委
員
就
任

を
考
慮
す
る
と
、
学
生
の
質
が
原
因
と
い
う
よ
り
も
、
規
定
期
間
が
短
い

と
い
う
制
度
上
の
不
備
と
い
え
る
。「
珍
し
い
少
壮
傑
物
と
せ
ら
れ
た
」

江
頭
も
、
一
年
間
で
十
分
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

第
二
は
、人
員
不
足
が
選
科
学
生
に
影
響
し
た
点
で
あ
る
。野
間
口
は
、

事
前
に
学
生
の
期
間
延
長
が
認
可
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究

途
上
で
軍
務
に
戻
さ
れ
て
い
る
。

　

海
軍
は
、
北
清
事
変
の
影
響
で
海
大
を
一
時
休
校
と
し
て
準
戦
時
体
制

と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
選
科
在
籍
中
の
江
頭
は
軍
務
に
戻
さ
れ
、
十
分
に

研
究
が
で
き
て
い
な
い
。
国
際
情
勢
の
推
移
も
選
科
学
生
に
対
し
て
影
響

を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

三
十
三
年
五
月
に
発
足
し
た
教
育
本
部
は
、
海
軍
中
枢
と
艦
隊
な
ど
と

つ
ね
に
有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
方
針
が
将
校
教
育
を
強

力
に
統
制
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
教
育
本
部
は
、
将
校
教
育
の
系
統
を

整
理
し
、
海
相
山
本
に
意
見
具
申
し
た
。
教
育
本
部
は
、
各
学
校
間
の
関

係
を
秩
序
化
し
、
将
校
教
育
の
頂
点
に
甲
種
学
生
を
位
置
づ
け
る
。
そ
の

一
方
で
選
科
学
生
は
、「
将
校
教
育
系
統
ノ
大
体
」
か
ら
除
外
さ
れ
、
甲

種
学
生
に
対
し
「
傍
流
」
課
程
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
選

科
学
生
は
指
導
者
教
育
の
課
程
か
ら
外
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
選
科
学
生

の
除
外
理
由
は
史
料
か
ら
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
こ
の
時

点
の
教
育
本
部
は
、
教
育
本
部
発
足
以
前
か
ら
の
人
員
不
足
に
加
え
、
日
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露
関
係
の
険
悪
化
と
い
う
時
代
情
勢
の
中
、
海
軍
中
枢
や
現
場
と
つ
ね
に

「
気
脈
」
を
通
じ
た
上
で
、
指
導
者
教
育
の
課
程
を
甲
種
学
生
に
一
本
化

し
た
の
で
あ
る
。

　

坂
本
は
、
制
度
上
の
不
備
を
自
覚
し
つ
つ
、
学
生
に
「
充
分
価
値
ア
ル
」

著
作
を
提
出
さ
せ
た
い
た
め
、
学
生
期
間
の
延
長
や
著
作
提
出
の
遅
延
と

い
っ
た
学
生
の
希
望
を
「
黙
認
」
し
て
き
た
も
の
の
、
江
頭
や
野
間
口
の

例
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
国
際
情
勢
の
推
移
や
人
員
不
足
の
影
響
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
「
慣
習
」
継
続
に
困
難
を
感
じ
た
ゆ
え
、
課
程
終
了
後
一
年

以
内
の
著
作
提
出
を
規
定
し
た
い
と
要
望
し
た
。
だ
が
、
当
局
と
し
て
は

あ
く
ま
で
著
作
を
原
則
、
研
究
期
間
を
含
め
て
一
年
間
で
提
出
す
る
よ
う

に
求
め
る
。
し
か
し
、
八
代
六
郎
の
よ
う
に
、
学
生
期
間
延
長
に
よ
っ
て

即
戦
力
と
し
て
軍
務
に
生
か
す
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
は
希
望
通
り
の
期

間
延
長
を
認
め
て
い
た
。
一
方
、
潜
水
艇
は
注
目
兵
器
ゆ
え
一
カ
月
の
延

長
は
認
め
た
も
の
の
、
基
礎
研
究
の
成
果
で
は
八
代
の
よ
う
に
即
戦
力
と

し
て
軍
務
に
反
映
で
き
な
い
ゆ
え
、
希
望
通
り
認
め
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
教
育
本
部
に
よ
る
厳
格
な
統
制
下
で
、
軍
務
局
管
轄
期
よ
り
も
、

ど
れ
だ
け
早
く
研
究
成
果
が
還
元
で
き
る
か
を
重
視
し
て
い
た
と
指
摘
で

き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
露
国
の
第
一
期
満
州
撤
兵
に
よ
っ
て
差

し
迫
っ
た
日
露
開
戦
の
危
機
が
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
海
軍
部
内
の
雰
囲

気
と
し
て
、
日
英
両
国
間
に
お
い
て
有
事
を
想
定
し
た
取
決
め
の
な
さ
れ

た
ご
と
く
、
遠
く
な
い
将
来
の
日
露
開
戦
に
備
え
る
意
識
が
あ
っ
た
と
考

え
る
。

　

以
上
本
稿
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
通
説
「
海
大
＝
甲
種
学
生
」
で
は

不
明
確
で
あ
っ
た
教
育
改
革
の
一
面
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

　

第
一
は
、
坂
本
の
海
大
教
育
像
（
＝
指
導
者
教
育
像
）
の
挫
折
で
あ
る
。

坂
本
は
、
指
導
者
教
育
の
課
程
と
し
て
、
甲
種
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
と
は
対
照
的
な
選
科
学
生
も
設
置
し
た
。
し
か
し
教
育
本
部
は
、
選
科

学
生
を
指
導
者
教
育
の
課
程
か
ら
外
し
、
甲
種
学
生
に
一
本
化
す
る
（
＝

選
科
「
傍
流
」
化
）。
こ
の
選
科
「
傍
流
」
化
は
、
甲
種
学
生
を
頂
点
と

し
た
将
校
教
育
の
秩
序
化
と
同
時
に
、
指
導
者
教
育
の
多
様
さ
喪
失
を
意

味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
選
科
学
生
の
形
骸
化
で
あ
る
。
坂
本
の
選
科
設
置
の
意
図
と

は
、
指
導
者
教
育
の
課
程
と
し
て
、
学
生
に
主
体
的
な
研
究
活
動
を
経
験

さ
せ
、
ひ
い
て
は
特
定
分
野
の
専
門
家
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
選
科
学
生
は
、
教
育
本
部
に
よ
っ
て
指
導
者
教
育
課
程
の
地
位
か
ら

除
外
さ
れ
る
。さ
ら
に
、教
育
本
部
発
足
以
降
の
選
科
学
生
に
お
い
て
は
、

軍
務
局
管
轄
期
と
は
異
な
り
、
教
育
本
部
の
厳
格
な
統
制
下
で
、
研
究
成

果
を
ど
れ
だ
け
早
く
軍
務
に
生
か
せ
る
か
が
重
視
さ
れ
た
。
お
よ
そ
坂
本

の
意
図
し
た
選
科
学
生
と
は
別
物
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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如
上
の
二
点
に
お
い
て
、
坂
本
の
教
育
改
革
は
日
露
戦
争
を
前
に
頓
挫

し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

注（
１
）	

太
田
阿
山
『
男
爵
坂
本
俊
篤
伝
』（
東
亜
協
会
、
昭
和
十
七
年
）、「
海
軍
大
学
の
父
」

は
海
軍
大
将
小
栗
孝
三
郎
の
言
（
三
五
八
頁
）。

	

　

本
稿
の
引
用
史
料
中
、
仮
名
遣
い
は
原
則
原
文
の
ま
ま
、〔　

〕
は
筆
者
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
特
段
断
り
が
な
い
限
り
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
適
宜

句
読
点
を
補
っ
た
。

（
２
）	

実
松
譲
『
海
軍
大
学
教
育
─
戦
略
・
戦
術
道
場
の
功
罪
─
』（
光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、

平
成
五
年
）
二
六
九
頁
。
篠
原
宏
『
海
軍
創
設
史
─
イ
ギ
リ
ス
軍
事
顧
問
団
の
影

─
』（
株
式
会
社
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
昭
和
六
十
一
年
）
四
〇
四
頁
。

（
３
）	

北
川
敬
三
「
明
治
期
日
本
海
軍
の
課
題
と
高
等
教
育
─
海
軍
大
学
校
の
創
設
・
改

革
と
海
軍
の
知
的
態
度
─
」（『
軍
事
史
学
』第
四
十
八
巻
第
四
号
、平
成
二
十
四
年
）。

（
４
）	

熊
谷
光
久『
日
本
軍
の
人
的
制
度
と
問
題
点
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、平
成
五
年
）。

高
橋
秀
典「
昭
和
期
海
軍
大
学
校
の
特
質
」（『
史
叢
』第
五
十
二
号
、平
成
六
年
）。

（
５
）	

百
瀬
孝
『
事
典　

昭
和
戦
前
期
の
日
本
─
制
度
と
実
態
─
』（
吉
川
弘
文
館
、
平

成
十
八
年
）
三
六
四
頁
。

（
６
）	

高
橋
秀
典「
海
軍
大
学
校
選
科
学
生
の
概
要
」（『
海
軍
史
研
究
』平
成
十
二
年
三
月
）。

	

　

高
橋
は
、
選
科
修
了
者
の
中
で
も
兵
科
将
校
に
お
い
て
進
級
と
配
置
で
傍
流
あ

つ
か
い
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
兵
科
将
校
と
は
、海
軍
兵
学
校
卒
の
士
官
を

さ
す
。

	

　

ま
た
、
軍
学
校
の
場
合
、「
入
学
」
で
は
な
く
、「
入
校
」
と
す
る
向
き
が
あ
る

が
、
こ
の
後
引
用
し
て
い
く
坂
本
の
改
革
案
や
一
次
史
料
の
海
軍
省
「
公
文
備
考
」

類
に
お
い
て
は
、「
入
学
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
入
学
」
で

統
一
す
る
。

（
７
）	

防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵『
昭
和
十
年　

第
三
十
九
回
卒
業
式
参
考
書
』（
⑦
教
育
、

学
校
一
（
海
大
）、
三
十
五
）、「
海
軍
大
学
校
卒
業
者
名
簿
」
参
照
。

	

　

こ
の
数
字
は
新
制
度
の
施
行
後
の
入
学
か
ら
日
露
開
戦
前
の
最
後
の
入
学
時
点

ま
で
を
合
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
露
戦
争
の
戦
死
者
は
、
甲
種
・
選
科
と
も
に

二
名
で
あ
っ
た
。

	

　

さ
ら
に
選
科
入
学
者
一
覧
に
、
高
杉
春
棋
が
明
治
二
十
七
年
四
月
に
「
選
科
学

生
」
に
入
学
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
入
学
時
期
か
ら
前
制
度
の
「
選
科
生
」

の
誤
り
で
あ
る
た
め
、
人
数
か
ら
除
外
し
た
。

	

　

ま
た
、
外
波
と
伊
藤
の
あ
と
に
太
田
三
次
郎
が
三
十
一
年
四
月
に
入
学
と
あ
る

が
、
そ
の
前
に
太
田
は
「
選
科
生
」
と
し
て
入
学
し
て
お
り
、
そ
の
在
校
中
に
制

度
改
正
さ
れ
て
い
る
。
太
田
が
著
作
を
提
出
し
た
記
録
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
選

科
生
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
太
田
も
除
外
し
た
。
太
田
に
つ

い
て
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
略
）Ref.C06091097100 

明

治
三
十
年　

公
文
備
考　

儀
制
下　

検
閲　

教
育
上　

巻
二
（
防
衛
研
究
所
）
を

参
照
。

（
８
）	『
昭
和
十
年　

第
三
十
九
回
卒
業
式
参
考
書
』。

（
９
）	

佐
々
木
隆
『
明
治
人
の
力
量
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
二
十
四
年
）
一
四
六

─
一
四
七
頁
。
岡
義
武
『
岡
義
武
著
作
集
─
国
民
的
独
立
と
国
家
理
性
─
』
第
六

巻
（
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
）
二
六
四
頁
。
日
清
・
日
露
戦
間
期
に
お
け
る
日
本

の
政
治
外
交
に
関
す
る
研
究
書
は
他
に
も
あ
る
も
の
の
、
こ
の
二
冊
は
適
切
に
明

治
と
い
う
時
代
を
描
い
て
い
る
と
考
え
、
参
照
し
た
。

（
10
）	

青
木
栄
一『
シ
ー
パ
ワ
ー
の
世
界
史
②
─
蒸
気
力
海
軍
の
発
達
─
』（
出
版
協
同
社
、

昭
和
五
十
八
年
）
一
六
六
─
一
六
七
頁
。
海
軍
大
臣
官
房
『
海
軍
制
度
沿
革
』
巻

二
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
六
年
）
五
一
三
頁
。
海
軍
教
育
本
部
『
帝
国
海
軍
教
育

史
』
第
七
巻
（
原
書
房
、
昭
和
五
十
九
年
）、「
備
考
文
書
」（
以
下
、
第
七
巻
に
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つ
い
て
は
同
じ
）、
一
六
〇
─
一
七
一
頁
、
一
八
〇
─
一
九
〇
頁
。

（
11
）	

海
軍
大
臣
官
房
『
山
本
権
兵
衛
と
海
軍
』（
原
書
房
、
昭
和
五
十
年
）
九
十
九
─

一
〇
二
頁
。
内
訓
お
よ
び
具
申
の
年
月
日
は
不
明
だ
が
、
三
国
干
渉
に
関
す
る
記

述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
十
八
年
五
月
以
降
は
確
実
で
あ
る
。
句
読
点
は
引
用
史

料
の
ま
ま
。
こ
の
史
料
は
い
わ
ば
二
次
史
料
に
該
当
す
る
が
、
ほ
か
に
山
本
権
兵

衛
の
動
向
を
示
す
一
次
史
料
が
な
い
た
め
引
用
し
た
。

（
12
）	

太
田
『
男
爵
坂
本
俊
篤
伝
』、
六
十
九
頁
。

	

　

坂
本
に
は
、
斎
藤
と
山
内
に
な
い
海
大
教
官
と
し
て
の
勤
務
経
験
が
あ
っ
た
。

海
軍
歴
史
保
存
会『
日
本
海
軍
史
』第
九
巻　

将
官
履
歴（
上
）（
第
一
法
規
出
版
、

平
成
七
年
）
二
十
八
頁
（
斎
藤
）、
二
四
九
頁
（
坂
本
）、
四
四
三
頁
（
山
内
）、

参
照
。

（
13
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
七
巻
、
一
九
一
─
一
九
二
頁
。

（
14
）	

同
右
、
八
十
八
頁
。

（
15
）	

同
右
、
一
一
六
～
一
一
八
頁
。

（
16
）	

同
右
、
一
〇
二
頁
。

（
17
）	

同
右
、
一
二
〇
頁
。

（
18
）	

同
右
、
一
〇
二
頁
。

（
19
）	

同
右
、
一
一
八
頁
。

（
20
）	

同
右
、
一
二
一
─
一
二
二
頁
、
一
二
六
頁

（
21
）	

海
軍
教
育
本
部
『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
（
原
書
房
、
昭
和
五
十
八
年
）

六
四
〇
─
六
六
一
頁
。

（
22
）	『
海
軍
制
度
沿
革
』
巻
二
、五
一
八
頁
。

（
23
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
、
六
六
八
頁
。

	

　

伊
藤
の
席
次
に
つ
い
て
は
、
秦
郁
彦
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
第
二
版
（
東

京
大
学
出
版
会
、
平
成
二
十
三
年
）
二
八
三
頁
参
照
。

	

　

こ
の
時
、
伊
藤
と
外
波
以
外
に
も
鏑
木
誠
も
入
学
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
鏑
木

は
三
十
年
十
二
月
に
志
願
し
た
が
、
十
四
日
に
取
り
消
し
を
願
い
出
て
い
る
。

Ref.C06091097100 

明
治
三
十
年　

公
文
備
考　

儀
制
下　

検
閲　

教
育
上　

巻
二
（
防
衛
研
究
所
）
を
参
照
。　

（
24
）	Ref.C10126073200 

明
治
三
十
年　

公
文
雑
輯
巻
一　

官
職　

儀
制　

教
育
（
防

衛
研
究
所
）。

	

　
「
書
記
官
」
と
は
、
東
京
帝
国
大
学
官
制
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
職
員
で
あ
り
、

総
長
の
命
を
承
け
庶
務
会
計
を
担
当
し
た
。『
官
報
』
第
四
一
九
〇
号
、
明
治

三
十
年
六
月
二
十
二
日
を
参
照
。

（
25
）	

一
又
正
雄
『
日
本
の
国
際
法
学
を
築
い
た
人
々
』（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
昭

和
四
十
八
年
）
八
十
─
八
十
一
頁
。
東
京
帝
国
大
学
『
東
京
帝
国
大
学
』
上
冊
（
東

京
帝
国
大
学
、
昭
和
七
年
）
一
一
五
四
頁
。

（
26
）	Ref.C10126073200 

明
治
三
十
年　

公
文
雑
輯
巻
一　

官
職　

儀
制　

教
育
（
防

衛
研
究
所
）。

（
27
）	

財
団
法
人
斎
藤
子
爵
記
念
会
『
子
爵
斎
藤
実
伝
』
第
一
巻
（
財
団
法
人
斎
藤
子
爵

記
念
会
、
昭
和
十
六
年
）
八
四
一
頁
。

（
28
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
、
六
七
〇
頁
。『
昭
和
十
年　

第
三
十
九
回
卒
業
式

参
考
書
』
二
十
九
頁
。

（
29
）	Ref.C06091149000 

明
治
三
十
一
年　

公
文
備
考　

教
育
上　

巻
三
（
防
衛
研

究
所
）。
史
料
中
、「
他
校
」
が
具
体
的
に
ど
こ
を
指
し
て
い
た
の
か
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。

（
30
）	Ref.C1012647970 

明
治
三
十
一
年　

公
文
雑
輯　

巻
七　

人
事（
防
衛
研
究
所
）。

（
31
）	Ref.C10126413100 

明
治
三
十
一
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育　

演
習
（
防
衛

研
究
所
）。

（
32
）	
同
右
。

（
33
）	『
東
京
帝
国
大
学
』
上
冊
、
一
一
五
〇
頁
、
一
一
五
三
頁
。

（
34
）	Ref.C10126413200 

明
治
三
十
一
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育 

演
習
上
（
防
衛

研
究
所
）

（
35
）	Ref.C06091149000 

明
治
三
十
一
年　

公
文
備
考　

教
育
上　

巻
三
（
防
衛
研
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究
所
）。

（
36
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
、
六
八
九
頁
。

	
引
用
史
料
中
の
「
将
校
」
と
は
、
海
軍
兵
学
校
卒
の
士
官
を
さ
し
、「
機
関
官
」

と
は
、
海
軍
機
関
学
校
卒
の
士
官
を
さ
す
。

（
37
）	

同
右
、
六
九
〇
頁
。『
昭
和
十
年　

第
三
十
九
回
卒
業
式
参
考
書
』
二
十
九
頁
。

（
38
）	

首
席
の
典
拠
は
、
秦
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
第
二
版
、
二
八
三
頁
。
引
用
史

料
は
、
太
田
『
男
爵
坂
本
俊
篤
伝
』（
三
六
一
頁
）
よ
り
。

（
39
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
、
六
九
八
頁
。

（
40
）	Ref.C10126686000 

明
治
三
十
二
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育　

演
習
（
防
衛

研
究
所
）。
以
下
、
選
科
学
生
在
籍
の
学
生
の
修
了
年
月
日
は
、
著
作
と
審
査
書

と
が
海
相
に
進
達
さ
れ
た
年
月
日
と
す
る
。

（
41
）	Ref.C10126686600 

明
治
三
十
二
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育　

演
習
（
防
衛

研
究
所
）。

（
42
）	

政
治
学
科
の
科
目
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
。
憲
法
、
経
済
学
、
経
済
史
、
財
政
学
、

統
計
学
、
国
法
学
、
比
較
法
制
史
、
社
会
学
、
法
理
学
、
政
治
学
、
政
治
史
、
行

政
法
、
国
際
公
法
、
国
際
私
法
、
法
制
史
、
民
法
、
商
法
、
刑
法
。
以
上
、『
東

京
帝
国
大
学
』
上
冊
、
一
一
三
八
頁
参
照
。

（
43
）	Ref.C06091203300 

明
治
三
十
二
年　

公
文
備
考　

教
育
三　

巻
四
（
防
衛
研

究
所
）

（
44
）	

海
軍
歴
史
保
存
会
『
日
本
海
軍
史
』
第
十
巻
、
将
官
履
歴
（
下
）（
第
一
法
規
出
版
、

平
成
七
年
）
二
四
五
頁
。

（
45
）	Ref.C10126686100 

明
治
三
十
二
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育　

演
習
（
防
衛

研
究
所
）。

（
46
）	

木
村
は
、
選
科
学
生
の
著
作
が
未
提
出
で
あ
っ
た
も
の
の
、
三
十
二
年
三
月
海
大

教
官
と
な
っ
て
い
た
。『
日
本
海
軍
史
』
第
十
巻
、
将
官
履
歴
（
下
）、
七
頁
参
照
。

（
47
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
、
六
七
〇
頁
。

（
48
）	

同
右
、
六
八
七
頁
。
引
用
部
分
は
甲
種
学
生
の
科
目
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と

い
え
ど
も
、
海
軍
将
校
が
国
際
法
を
学
ぶ
意
味
に
相
違
は
な
い
と
考
え
る
。

（
49
）	

山
屋
は
こ
の
教
官
時
代
に
、丁
字
戦
法
の
原
型
と
な
る
円
戦
術
を
ま
と
め
て
い
る
。

原
剛
・
安
岡
昭
男
『
日
本
陸
海
軍
事
典
』
下
、
コ
ン
パ
ク
ト
版
（
新
人
物
往
来
社
、

平
成
十
四
年
）
二
三
二
頁
参
照
。

（
50
）	Ref.C10126686200 

明
治
三
十
二
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育　

演
習
（
防
衛

研
究
所
）。

（
51
）	

秦
『
日
本
陸
海
軍
総
合
辞
典
』
第
二
版
、
五
二
二
頁
。

（
52
）	Ref.C10126686700 

明
治
三
十
二
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育 

演
習
（
防
衛
研

究
所
）。

（
53
）	

海
軍
教
育
本
部
『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
一
巻
（
原
書
房
、
昭
和
五
十
八
年
）

八
十
三
頁
。

（
54
）	『
海
軍
制
度
沿
革
』
巻
二
、三
〇
二
─
三
〇
三
頁
。

（
55
）	

岡
『
国
民
的
独
立
と
国
家
理
性
』
第
六
巻
、
二
六
七
頁
。

（
56
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
、
七
四
四
─
七
四
五
頁
。

（
57
）	

三
十
三
年
五
月
就
任
。

（
58
）	Ref.C06091053600 

明
治
二
十
九
年　

公
文
備
考　

教
育
巻
二（
防
衛
研
究
所
）。

（
59
）	Ref.C10126964900 

明
治
三
十
三
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

儀
制
二
止 

教
育 

演
習

一
（
防
衛
研
究
所
）。

（
60
）	

同
右
。

（
61
）	Ref.C10126964800 

明
治
三
十
三
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

儀
制
二
止 

教
育 

演
習

一
（
防
衛
研
究
所
）。

（
62
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
七
巻
、
二
三
五
─
二
三
七
頁
。

（
63
）	

乙
種
学
生
と
は
、
水
雷
術
・
砲
術
各
練
習
所
高
等
科
の
予
科
課
程
で
あ
る
。
海
軍

将
校
は
兵
学
校
卒
業
後
、
各
練
習
所
普
通
科
、
海
大
乙
種
学
生
、
各
練
習
所
高
等

科
の
順
で
進
学
し
た
。

（
64
）	Ref.C10127669100 

明
治
三
十
五
年　

公
文
雑
輯
巻
三　

儀
制
三
止 

教
育
（
防

衛
研
究
所
）。
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（
65
）	Ref.C10126413200 

明
治
三
十
一
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育 

演
習
上
（
防
衛

研
究
所
）。

（
66
）	Ref.C10126686700 

明
治
三
十
二
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育 

演
習
（
防
衛
研

究
所
）。

（
67
）	

秦
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
第
二
版
、
二
四
〇
頁
。

（
68
）	Ref.C10127669100 

明
治
三
十
五
年　

公
文
雑
輯
巻
三　

儀
制
三
止 

教
育
（
防

衛
研
究
所
）。

（
69
）	

同
右
。
こ
の
坂
本
の
事
情
説
明
は
史
料
に
依
拠
し
て
要
約
し
た
。

（
70
）	

三
十
三
年
四
月
次
官
か
ら
改
称
。

（
71
）	

外
務
省
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
』（
日
本
国
際
連
合
協
会
、
昭
和
三
十
年
）

「
文
書
」
二
〇
四
頁
。

（
72
）	

防
衛
研
究
所
所
蔵
『
日
英
両
国
軍
事
関
係
書
類　

明
治
三
十
五
年
五
月
十
四
日
─

三
十
六
年
三
月
二
十
日
』（
文
庫
、
宮
崎
、
三
十
一
）
に
は
、「
日
英
同
盟
ノ
結
果

ニ
依
リ
軍
事
上
ニ
及
ヒ
シ
発
端
」
と
し
て
、「
倫
敦
駐
在
日
本
公
使
館
付
ヨ
リ
英

国
海
軍
省
ノ
当
局
者
江
日
英
協
商
ノ
結
果
両
国
ニ
於
テ
軍
事
上
ノ
協
商
ヲ
要
ス
ル

旨
申
出
テ
タ
ル
由
シ
」、
と
あ
る
。

	

　

日
英
軍
事
協
約
に
つ
い
て
は
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書　

大

本
営
海
軍
部
・
連
合
艦
隊
〈
１
〉
─
開
戦
ま
で
─
』（
朝
雲
新
聞
社
、
昭
和
五
十
年
）

五
十
九
─
六
十
八
頁
、
野
村
實
『
日
本
海
軍
の
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成

十
四
年
）
五
十
六
─
五
十
八
頁
、
参
照
。

（
73
）	

岡
『
国
民
的
独
立
と
国
家
理
性
』
第
六
巻
、
二
六
七
─
二
七
一
頁
。
岡
義
武
『
明

治
政
治
史
』
下
（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）
一
八
六
頁
。

（
74
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
、
七
五
二
頁
。『
昭
和
十
年　

第
三
十
九
回
卒
業
式

参
考
書
』
二
十
九
頁
。

（
75
）	

三
十
五
年
五
月
就
任
。

（
76
）	Ref.C06091375500 

明
治
三
十
五
年　

公
文
備
考
巻
五 

教
育
一（
防
衛
研
究
所
）。

（
77
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
、
七
五
四
頁
。『
昭
和
十
年　

第
三
十
九
回
卒
業
式

参
考
書
』
二
十
九
頁
。

（
78
）	Ref.C06091375500 

明
治
三
十
五
年　

公
文
備
考
巻
五 

教
育
一（
防
衛
研
究
所
）。

（
79
）	

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
『
戦
史
叢
書　

潜
水
艦
史
』（
朝
雲
新
聞
社
、
昭
和

五
十
四
年
）
二
頁
。

（
80
）	

秦
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
第
二
版
、
六
九
五
頁
。

（
81
）	Ref. C10127865400

、C10127865600

、C10127865700

、C10127865800

、

C10127865900

、C10127866000

、C10127866100

、C10127866200

、以
上
は
、

明
治
三
十
六
年　

公
文
雑
輯
巻
二　

教
育　

演
習　

艦
船
一
（
防
衛
研
究
所
）
に

編
綴
さ
れ
て
い
る
。

（
82
）	『
帝
国
海
軍
教
育
史
』
第
五
巻
、
七
七
二
頁
。


